
１　学び直しから上級学校受験まで確かな学びを保障する １　基礎学力の向上

　①「学び直し」等により基礎学力の定着を図る ・授業がわかる生徒割合／70％

　② ICT機器を積極的に活用し、多様な個性や能力を最大限に伸ばす ・主体的な学習時間の確保／120分

　③「主体的・対話的で深い学び」による学力の向上に努める ・資格取得者数の増加

　④「探究活動」「課題研究」の推進により、高い専門性を身に付ける

２　「つながり」を大切にした教育を行う ２　「チーム西高」一丸で指導

　①「探究活動」の研究・企画を推進する ・円滑な連携授業の展開

　②生徒の課題設定・解決能力を育成する ・課題解決型授業、実習の実施

　③外部連携を通し、地域に根ざし貢献できる教育活動を展開する ・外部講師による特別授業の実施

３　「豊かな心」と「社会人基礎力」を育てる ３　基本的生活習慣・学習規律の確立

　①国際人として必要な倫理観や規範意識を醸成する ・欠席、遅刻、早退の減少

　②何事にも失敗を恐れず果敢に挑戦し、困難にくじけない心を育てる ・元気な挨拶と清楚な身だしなみの指導

　③「個別最適な学び」の実践により次代を創造する生徒を育てる ・奉仕活動、体験活動の充実

４　進路希望の実現を全職員でサポートする ４　希望進路１００％達成

　①進路指導を通して社会に通用する人材を育成する ・計画的、組織的な進路指導の実施

　②本校の強みをいかした進路指導計画を作成する ・三者面談や二者面談の適時実施

　③公務員希望者指導体制を整え、公務員希望者への指導を強化する

５　特別活動を充実させ地域から愛される学校づくりをおこなう ５　特別活動の活性化

　①部活動等をとおして学ぶ意欲の向上や責任感、連帯感等の育成を図る ・学校生活の満足度上昇／80％

　②生徒の主体的な部活動への参加を通して各種大会・コンテスト上位を目指す ・全国規模の上位大会へ出場・参加／５件

６　信頼される学校づくりを推進する ６　信頼される学校づくり

　①外部機関との連携の強化等による教育相談・特別支援体制を充実する ・各種コーディネーター等の育成推進

　②業務改善・削減プロジェクトチームによる働き方改革のさらなる推進 ・改善・削減に向けた各種評価の有効活用

　③学校ホームページ、各種説明会参加などによる積極的な情報発信を行う ・インターネット、新聞、TVを活用した情報発信

①　生徒一人一人が高い「志」を持ち、教科横断的な幅広い視野で国際社会を捉え、「主体的・対話的で
深い学び」を通して探究的に次代を拓く生徒の育成
②　ふるさとに誇りを持ち、身に付けた確かな知識・技術・技能を的確に活用し、東日本大震災からの復
興とポストコロナ禍における地域の発展を創造的に支える生徒の育成
③　国際社会で必要な倫理観や規範意識を兼ね備え、「違い」を受容できる力と「グローカル」な視点を
持ち、多様な人々と協働して新たな価値を創造できる生徒の育成
④　自己実現、社会貢献できる豊かな心・健やかな体・粘り強く挑戦する意欲を持ち、地域社会と積
　極的に関わることで、地域を愛し郷土の発展に寄与しようとする生徒の育成

校　　訓 英知　　敬愛　　自律

令和8年度　宮城県仙台西高等学校　学校経営方針

・課題研究・探求学習の充実

校　　章  

 キャッチ
 　フレーズ 「他と連携し、郷土の発展を創造的に支える課題解決への挑戦！」

重点目標 　「チーム西高」、学校・家庭・地域が一丸となって生徒の成長を支える

教育目標
　「チーム西高」学校・家庭・地域が一丸となり、高い「志」を持って何事にも果敢に挑戦し、柔軟な思
考力をそなえ、自然との親しみを通して生きる力を養い、他とよく協調して次代を創造する人材を育成す
る

経営方針

スローガン 「志を立て 粘り強く挑戦し 夢実現！」

・専門講師による講習会の充実

・防災体制の不断の見直しと構築　④外部機関や地域と連携した防災教育を充実する

６つの学校経営方針 具体の目標

”Ｗｅｓｔ（西）” を基本に、校訓（英知・敬愛・自律）の英訳 ” Ｗｉ

ｓｄｏｍ，Ｗａｒｍｔｈ，Ｗｉｌｌ ” のそれぞれを３つのＷの組合せで表

現したもの

中心に配した正三角形は、教育方針にもある知・徳・体の調和 ある錬磨と

完成を意味している


